
ＪＡＲＬ大井町クラブ 創立の経緯 

 

1948 年（Ｓ23 年）       ＪＡＲL ＳＷＬ ＮＯ． 発給開始 

1950 年頃（Ｓ25 年）頃    大井町を中心とした城南地区在住の ＯＴ の方々が集まり 

                  城南ラジオクラブ  として発足 

1951 年（Ｓ26 年）       年初には ＪＡＲＬ 城南クラブ として発足 

1951 年 6 月 26 日      第１回 従事者免許 試験実施 

1952 年 7 月 29 日（Ｓ27 年）    第１回 局免許の予備免許 発給 

1952 年 8 月          城南地区在住の ＯＴ ６名を含む方々記載の  

城南クラブ 会員名簿 発行 

1953 年 9 月（Ｓ28 年）    城南クラブ はクラブ員増加のため 

               ＪＡ１ＡＥ 福士さんが中心となり 城南クラブ（自由ｹ丘） となり 

               ＪＡ１ＫＳ 栗山さんが中心となり 蒲田クラブ        となり 

               ＪＡ１ＯＳ 柴田さん 

ＪＡ１CX 朝倉さんが中心となり 大井町クラブ 

の ３クラブ に分割されました 

1954 年 10 月（Ｓ29 年）    ＪＡＲL 関東支部報 に 大井町クラブ  として 

クラブＮＯ．１６ でクラブ登録されています 



ORC NEWS NO1 の内容  城南クラブ 大井支部機関紙 
 
発刊にあたって 
昨年九月以来城南クラブは三支部に分かれ 大井支部もその一つとして生まれたのである

が 自然と（どんなクラブでもそうであるが）支部員の方々から 機関紙の発行をしては

どうかとの声が起き、昨年１０月期ミーティングのおりに 正式に発刊と決まった訳で 
あるが、その編集とやらを受け持つことになりましたが なにやかやで発行がのびてしま

い 今年になってしまいました。 
以上が第一号発刊までの経過でありますが 今後号を重ねるに連れいろいろと不要なこと 
事がうまれると思いますが ぜひ会員の OM,YL さん今後ともこの NEWS をよりよく 
するためにご協力を下さることを お願い申しあげます。 
なお 最後にこの NEWS が当支部発展の一端をなすことを望んでやみません。 
１９５４，２ JA1EL 
 
HAM の信条 
１，電波の公共性を尊ぶこと。 
２，法律を守ること。 
３，HAM は親切であること。 
４，電気の危険を忘れぬこと。 
 
会の動き 
１月３日 JARL コンテスト ORC の連中も大いにかせいだようだ。 
1FF が よくかせいでいました Hi。１EL はオヒルネをしたので NG でした Hi。 
９日、１０日 JOBR コンテスト 
コンテストのあったことを大部分知らなかった人がいた。 
MRG(鈴ヶ森グループ)３局はコハク色の液体をのみ酩酊していたとか。 
1EL がどこから手に入れたのか くるくると飲んであばれていました。 
 
１月１１日 1NT,OS,NK 局落成検査（本年の NO1）合格そく日運用開始。オメデトウ 
なお 同日 BAND 解放の延期の QTC がでたとか。 
 
１月１６日 城南クラブ合同ミーティング 〒の岡田さんの顔が見えていた。 
 
１４日 1NT 氏宅にて 1st クラス受験用トンツーの練習がはじまる。 
メンバーは NT ,HL KZ,KD,EL（この二人は家庭の事情で? 途中でやめました）etc 
 










